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論　　文　　の　　要　　旨
　原子核の回転運動は変形による回転対称性の破れを回復する集団運動（全体の核子が関与する運動）である。
原子核は圓転に伴ってその内部構造が漸次的に変化してゆくが，変化が滑らかな限り回転準位は一つの回転バン
ドを形成し，剛体の回転スペクトラムに近い励起スペクトラムを与える。ただし，原子核の回転運動の自由度は
核子の個別運動の自由度から構成されるので，内部構造の性質を反映するため制約がある。原子核の回転が次第
に速くなるにつれて，核内核子の個別運動はコリオリカ影響を受けて変化し，回転軸のまわりで回転するように
なる。このことは回転整列と呼ばれる。高いスピン（全角運動量）状態では，この回転整列の影響を受けて内部
構造の安定性を崩す要因が発生し，回転バンドの交差が起きる。即ち，低いスピン状態での構造と新しい構造に
伴う回転スペクトラムが共存することになる。有限系である原子角では相転移が顕著でなく相が共存する状態と
なる。回転バンドの交差点の近くで，これまでの構造がどのように変化し，新しい構造がどのように生み出され
るのか。これらの問題を解明するためには平均場近似を越えた理論が必要である。
　本論文では，初めに，自己無撞着集団座標（SCC）の方法に基づいて定義した基底回転バンドー透熱的（diabatic）
基底バンドーに立脚した準粒子を用いた乱雑位相近似てる（RPA）の計算を実行して，残留相互作用の影響とバ
ンドの内部構造の安定性を調べた。さらに，内部構造の不安定化に最も寄与する回転整列のRPAモードが成長
した大振幅モードをSCCの方法によって定義し，その振幅の4乗までの近似で残留相互作用の寄与を正しく取
り込んで基底回転バンドを記述する試みを行った。数値計算を実行して，回転バンドの交差の直前で振幅の4乗
項の寄与が本質的役割をはたしていることを関らかにした。同時に，4乗項の分析と振幅の4乗までの近似の不
充分さをも示した。
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審　　査　　の　　要　　旨
　回転バンドの交差の近傍における内部構造の転移機構を多休問題として解明することは原子核物理学の墓本的
課題の一つである。本論文はこの課題を解明するための重要な一歩として有用な数値結果を得て，今後の研究に
多くの示唆を与えている。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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